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Radiofrequency Ablation of Liver Tumors in Combination with 
Local OK-432 Injection Prolongs Survival and Suppresses Distant 
Tumor Growth in the Rabbit Model with Intra and Extrahepatic VX2 
Tumors 
ウサギ VX2腫瘍を用いた肝内と肝外の多発腫瘍モデルにおいて、 
肝腫瘍に対するラジオ波焼灼療法と OK-432 局所注入治療の併用は、 
生存期間の延長と遠隔腫瘍の増殖抑制が見られる 
 





【方法】 ウサギの肝 2箇所と左耳介の計 3箇所に VX2悪性腫瘍を移植した多発腫瘍
モデルを計 28匹作製し、ランダムに 4群（Control群、RFA群、OK-432群、
immunoRFA(RFA+OK-432)群）に振り分けた。Control群は未治療で経過観察とした。
腫瘍移植 1週間後に、RFA群は肝腫瘍１箇所に RFAを、OK−432 群は肝腫瘍 1箇所





して、腫瘍の増殖を評価した。各モデルの腫瘍体積は Student’s t-test で統計学的検討
を行った。 
【結果】 immunoRFA群は、他の 3群より有意に生存期間が延長した。immunoRFA
群の未治療肝腫瘍と左耳介腫瘍体積は、Control群と比較して有意に腫瘍増殖抑制が
見られた。治療 35週後生存したウサギに対して、右耳介に再度移植した腫瘍はいず
れも腫瘍増殖抑制が見られた。 
【結論】immunoRFA治療は生存期間を延長させることと、遠隔の未治療腫瘍の増殖
が抑制されることが示された。未治療の肝腫瘍と耳介腫瘍の体積縮小は immunoRFA
治療による全身性抗腫瘍免疫を活性化する可能性が示された。 
 
 
 
 
